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～脳科学を理解し、笑顔の暮らしを願つて～
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認矢[l症介護研究・研修東京センダ ・センダー長 出□晴保 先生
リモート・インタビュー 赤星多賀子

認知症介護研究。研修東京センター・センター長

山□晴保先生

研修東京センターの建物

平成13年く厚労省により東京、他台、大府の 3ケ所にわが

国の認欠{l症介護に関係する研究、研修の中核的機関として設置

されました。東京センター|よ関東、新潟、九州、沖縄エリアを

担当、地域のリーダーとなる認矢[l症介護指導者研修を第 1の業

務としてしヽます。また、全国の認欠ll症地域支援推進員を育成し

ています。

15年にわたつて育成してきた介護指導者のネットワークを

渚かした、認矢[l症ケアの標秦化の研究、「ひもときシー ト」を

活用した効果的なケアの研究や)Fアルツ八イマー型認矢B症の症

候やケアの研究、東京センターで行つてしヽる全国の冒忍矢B症地域

支援推進員の効果検証研変、認矢[l症対応型介護 (デイサービス)

での個別ケアの研究など等も行つています。

:|  ラ

山□晴保先生プロフイール

認矢B症介護研究・研修東京センター・センター長/医師

群馬大学 。名誉孝女授、専門|よ認矢□症の医療、り八ビリテーション

医学、脳βアミロイド沈着機序をテーマに30年にわたって病理

研究を続けた。その後、認矢B症の実践医療、認矢]症の脳港性化リ

八ビリテーション、認矢[症ケアなどに取り組んで来ました。また、

群馬県内の認矢B症ケア研究の向上に尽力してしヽます。著書「認矢[

症ポジティブ |～脳科学でひもとく笑顔の暮らしとケアのコツ」

共同医書出版社ほか多数。
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認矢8症介護研究・研修東京センター|よ社会福

祉法人「浴風会」が運営。杉並区高井戸の敷地

内に|よセンター|よじめ、特別養護老人木―ム3

ケ所、養護老人水―ム、通所デイサービス、経

費老人本―ム、病院、老人保健施設、グループ

ホーム、病院、地功包す舌支援センター、それに

本部の建物等があります。

歴史ある本部のある建物、パラの庭園|よ TV,

映固のロケにもよく使われてしヽます。

高齢者に必要な医療、看護、介護、生活支援

の施設等が揃つている、我が国でも代表的な福

祉法人です。P口弓もなく創立100周年を迎えます。
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社会福祉法人「浴陥 J(資料) 認知症介護研究。研修東京センター (資料)
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山口晴保先生への質問

<趣味、趣向について>
山□ :趣味 (よ写真撮影と山登りです。榛名曲とア)ヽ赤城山

とか群馬に|よ山が多くあrDます。それから谷川岳

とかにものぼります。難ししヽ道でなく□―プウエ

イで途中まで行けるんです。

赤星 :本格的ですね。

音楽の方 |よいかがですか。女子きなジャンルアー

ティス ト、曲目などもノ刀
＼ダ〕`れば教えて下さい。学

生時代 |よコーラスをやってしヽたと伺いました。講

演でのお話の声も響くいし、声で歌をされるのかと

思いました。

<音楽への思しヽ>
山□ :音楽 |よ苦手なんです。高校、大学時代 |よ合D昌部で

バリトン・パスのパートなので、メロディが少な

い、伴奏役でくナから。元々歌うの|よ苦手な方で、

暫く歌つていなしれので声|よ出ないですね。大きな

声|よ出ますが (笑 )

よく聴し出ていたの|よ中島みゆき、平原綾香、セ

リーヌ・ディオン、それにクラシックで|よショパ

ンのピアノ曲です。グランドピアノが自宅にある

んです。弾く|よすだつたので。

趣味にとしてオーディオがあります。今|よ老化

王見象で高音域が衰えよく聞こえなくなりました。

昔|よこだわつていたので、手作り真空管アンプと

大型スピーカー (タ ンノイ・アーデン)|よ今でも

活躍していて、聴いています。 (写真を掲載)

<高齢者難噸に>

山□ :先日、生でプロ歌手の歌を聴いたのですが、綺麗

に聞こえていないですね。半
/ァ
」
＼
|よ雑音になつて、

こんなに聴覚がひどくなつたかと感じました。

特に高音の聴力がガクンと落ちます。それでも

昔のレコードの方が高音、低音域も周波数的にも

良く聞こえます。今も音のレコー ドをたくさん持

つてしヽます。LPレ コー ドを自分でADコ ンパータ

ーを使つてデジタル化して音源として保存し、い

つでも聞けるようにしています。

赤星 i音の良しヽアンプ、スピカーで聞かれると振動も伝

わり体で感じますね。

音楽がお好きなことが伺えて嬉しく思います。

カラオケ |よいかがでてナ/〕 。ヽ生でも伴奏でも歌唱さ

れること|よありますブ」ヽ。

山□ :カラオケ |よ苦手ですね。下手な歌を聴くのが苦手

です。 (笑)一流の歌手の歌を聴くの |よ好きです。

コーラスをやつてしヽたので、不日音の心地よさ、み

んなで一緒に歌うこと|よ好きで⊆ナ。

赤星 :楽器 |よ何かされますナ」`。

愛用のオーディオセットから

山□ 高校時代にギターをやつていました。主にクラシ

ックですが、後 |よフォークです。あの当時|よジョ

ーン・パエズなんア〕`流行つていましたね。でも、

今 |よ何も演奏しませんね。

<健康法、認知症予防>
山□ :運動|よ先ほどの山歩き、家の中で|よエアロバイク

とエクササイズをしています。

食事|よ玄米、豆乳、きなこ、納豆、手作リヨー

グルトなど、キャベツの葉をそのまま3枚メ」`じる

のが「前菜」で、良
~事
前のルーチンです。

認矢0症予防で心がけること|よ 「あるがまま、心

配しない」ことです。

<東京センターの活動>

赤星 :先生がセンター長になつて 4年になります。特に

力を入れていること|よどんなことですか。

山□ :東京センターの働きとして|よ、国の方針に沿つて

認矢[症の人が地域の中で暮らしやすくする、指導

していける人を育てて全国の認矢B症ケアのレベル

が向上することや、「パーソン・センター ド・ケ

ア *」 が普及することです。

もう 1つ |よ自治体に配置されている認矢[l症地域

支援推進員を育てたり支援することです。各地域

に推進員がしヽて、例えば認矢B症カフェを開催して

交流するなど、いろいろな適動を通じてネットワ

ークを作つています。その支援をして地域共生社

会をつくる、例えば、認矢[症の人が行方不日月にな

つても、なるべく早く見つけられるように安心し

て外出でき/∂地域づくりなどもやつています。

*「パーソン・センタード・ケア」イギリス生まれの認

矢□症への対応理念が基本。ケアする人もされる人もお

互いを 1人の人として尊重し合う、共によい状態

(ヽAノell being)に なることとしている。本人の望むこ

とをくみ取つたケアの実践を目指している。

<認知症になつても幸せ>が願しヽ

山□ :高齢者の認矢8症 |よ長生きの勲章です。「認矢8症

ま
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になれるまで長生き tノて良かつたね」「これで

堂々ともの忘れできるねJ「認錮症になづても

楽しく暮らせるね」社会が変容し、「認知症に

なつても幸せ」が社会常識になるよう、政策提

言し社会をリードしてしヽく、としヽう将来設計を

抱いています。

具体的に|よ、認矢B症になつても「その人らし

さ」が大切にされ「人権が守られ」、「住み慣れ

た地域の中で」「穏やかに笑顔で暮らし続ける」

ことができるようになることです。認矢]症ケア

の研究や成果の普及に努めて活動してしヽます。

認欠[l症と|よ、一度正常に発達 tノた認矢[機能が後天

偽な脳の障害によつて持続的に低下し、日常生渚や

社会生活に支障をもたらすようになった状態で、そ

れが意識障害のない時に見ら才lます。高齢になれば

誰でも、もの忘れが見られますが、認矢[l症になって

さらに力B齢とともに物忘れが出現します。力B齢に伴

うもの忘れ|よ、体験の一部を忘れるのに対して、認

矢[症に伴うもの忘イllよ、体験のすべてを忘れてしま

しヽます。朝こ|よんのおかすの一部を思い出せないも

の忘れ|よ力8齢からで、朝、食事したことを忘れてし

まう、日常生港に支障をきたすような様子(よ認知症

からくる症状としヽえます。

現在、日本人に多いのがアルツ八イマー型認矢B症

で全体の 7割、次しヽで鮨出血と脳梗塞が原因で起こ

る脳血管型認宍[l症で約 2害」、その他レビー小体型認

知症、前頭側頭型認矢B症などがあり、この 4疾患を
「4大認知症」と呼んでいます。

<認知症の予防>

赤星 :認知症の予防に|よ何をどうすれば良いですダ)｀。

① 運動が一番

山□ :運動すること|よ筋肉を動かす、すると筋肉から指

令が出て神経細胞を育てる木ルモンが脳で増えま

す。特に記憶と関連した海馬の神経細胞が増える、

記憶力がアップします。運動すると脳が大きくな

ります。体を使わないと脳が委縮し、筋肉や骨と

一緒で弱くなる。運動|よ何でも良いのですが、家

庭で|よ雑巾がけなど掃除、洗濯 (手で洗う)、 こ

のように家事で体を使えれば運動です。テレビを

見ながらその場で体操もできます。

②前向き、楽観主義に

認矢B症 |よ長生きの証拠。認矢B症になることが心配とス

キットを自分で組み立てた真空管アンプで重さ |よ

30kg。 出力管は845(マ ッキーよりも背が高い)。

真空管の拡大。中央の300
Bで右の845を ドライブ。

トレスホルモンが放出されると、認矢B症リスクが高まり

ます。不安が強いと神経細胞がダメージを受けてしまう。

むしろ「いつなつてもしヽいや」と太つ腹でしヽる方が、リ

スクが下がるので楽観主義者がよしヽ。プラス思者で脳が

健全に働きます。心配しないで前向きに生活すると良い

のです。

③リスクを下げる食事

認矢B症のリスクを下げる食事|よ、①肥満を防ぐ (量の

調整)②野菜をラタくとる、ポリフェノールが老化を防止
する ③魚オご多くとるとDHAや EPAが健康に良しヽ ④
発酵Ω品のヨーグルト、漬物、味噌、送油などの微生物

のパワーがあるものも良いのです。

<研修会・認知症ポジティプ !山□塾>
赤星 :認矢B症ポジティブ山□塾|よどういう活動ですか。

山□ :認矢B症指導者を対象にかなり高度な研修で、年に

司固、 1泊 2日でレベルアップを目指して行つて

いるのが「認矢]症ポジティブ !山□塾」です。今

年十よコロナで出来なしれのですが、 1回 40名～50

名で、研修を受けた人がまた戻つて地域の指導者

役で汚動しています。

赤星 ;東京センター独自の研修ですか。

山□ :東京センター |よ私の思いもあつて、「認矢[症ポジ

テイブ」の考え方を広めるています。

例えば、BPSD*というの|よ日本で|よ本来の意
味と|よ違つて広まつています。正しい矢8識を伝え

ていきたい、という思いもあります。

認知症の理解 (資料)

く認知症の原因>(資料)
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*「 BPSD」 医学用語で認畑症の行動・心理症状

(Behavioral and Psychoiosical Symptoms of

Dementia)の 略称。

<軽度認知症の理解>
赤星 :認剣症の軽度の方に対する理解ですが、よく雑誌

の特集などで軽度の認矢B症 |よこうすれば治る、と

あります。

山□ :軽度認矢□症とMC*軽度認矢B症になつたら、お
そらく治らないでしょう。一部 |よ治る人もしヽます

が。原因にもよります。例えばB民斉」や安定斉」を飲

んでしヽたりして認矢B機能が落ちている人|よ薬を止

めれば認矢[機能 |よ正常に戻りますから。そういう

人も隠れてしヽます。でもアルツ八イマーの病変が

あつて、軽度認矢8症になつた人の大部分 |よ、時間

を方」ヽけて中度の認矢]症へ進んでいきます。

*「 MCI(Mild Cognitive lmpairmentの略)」 :忍矢B症

の 4歩手前の軽度認矢B障害の状態をMCIと 呼びます。

脳機能の正常な状態と認矢8症の中間と言えます。

<ライフスタイルが重要>
出□ !苦 |よ脳に病変ができたら、それで認矢B症になると

思われていました。その後、病変ができていても

臨床上ほとんど認知症を発症しなしヽ人も見つズ〕ヽつ

てきたんですね。有名なの十よ、アメリカのナンス

タディという修道女の研究です。修道女が100歳

くらいになつて、日常生港で |よ全く認衣B症の症状

|よなかつたのですが、亡くなつて解き」して見たら

アルツ八イマーの人と殆ど同じ脳だつたというレ

アケースがあります。そういうことからライフス

タイルによつて認矢B症の発症を長く遅らせること

ができ/∂、としヽうことが分かつてきてしヽます。

赤星 :考え方も変わつてきていますね。

山□ :おそらく今後も変わり続けていく。認矢]症ケアも、

どんどん本人主体、本人が何を望んでいるア〕`が中

心になつてい茨す。認矢日症ケアをする方の都合で

|よなく、本人が何をしてほしいか、どう生きたい

か、そこをいかにサポー トできるか―というよう

に変わつていくので |よないかと思います。

赤星 :そうですね。家庭で|よまだ難ししヽところもあると

思えますが。

<BPSDと DNA>
山□ :もう 1つ、BPSDIよ予防することが大切です。今

|よ発症してからケアしてい/∂ので〔)が、そうで|よ

なく、予防することです。人間|よいつアルツ八イ

マーを発症するか、原因の半分くらい |よ DNAで

決まつています。遺伝の影響がかなりある中で、

ライフスタイルを変えることが出来ること |よ

DNAで決められている発症年齢を、例えば「頑
張れば10歳くらい遅らせることができるJとい

うことなので【テね。だから生まイlつき85歳でア

ルツ八イマーになるDNAを持つた人が、生活ス
タイルを変えていろいろなことをやつたら、95

歳まで発症しないで元気に暮らせる、それが予防

という意味ですね。中に|よ運悪く60歳代で発症

するDNAをもらつてしヽる人が数°/。います。そう
いう人 |よ しヽくら予防しても多分60歳代とア」`70歳

代で発症してしまう訳ですね。発症した人 |よ予防

しなナ」`ったノDヽら発症したので |よ全くないのです。

生まれつきのその人のDNAで、発症年齢があ
る程度決まつていてライフスタイルで遅らすこと

が出来る。

逆に睾いライフスタイルだと早まる訳ですね。

例えば、たばこを□及い続け/∂ と、もつと早まる。

でも、チェンスモーカーだと認矢ll症になる前に肺

疾患で亡くなつてしまいます。そう思つています。

<DNAとライフスタイル>
赤星 :私たち |よ誰で七DNAを知ることが出来るのでし

赤星

山□

赤星

山□

赤星

山□

赤星

治療について世界的に|よ進んでいると思われます

が、治療薬 |よいかがでしょうア)｀。

現在開発しているの |よ、まだ祟症状ナ」ヽMC(認
宍8症になる手前)の段階で治療する治療薬です。
そう【夕ることで:忍矢□症を発症しないことを目指し

てしヽます。

まだまだ軽度の人が薬の治療で良くなること|よな

い訳ですね。

まつたくない訳で |よないので、おそらく 8割の人

|よ進行していきます。 2害」くらいの人 |よ言己l意を維

持したり、運が良けれ lよ回復する人もいるでしょ

う。ある程度脳の病変が進んでいたら、そこから

戻るの|よ難しいです。ただ軽度認矢]症の矢B能 レベ

ルで、認矢B症発症前で一生懸命予防策をやつたら、

4割 |よ元に戻る可含副生|よあります。軽度認矢8症に

も有効な薬剤が開発途上にありますので、今後 |よ

状況が変わるかもしれません。

日本でも研究 |よ進んでいますか

世界的に|よ リコー ド法というのがアメリカで開発

されてしヽて日本でもそれに取り組んでいる人もしヽ

ます。八―ドルが高い方法なので簡単で|よありま

せん。

脳の病変と脳症状 |よされいな相関で |よないので

す。アルツ八イマー病で軽度認夕]症になつた脳 |よ、

その時まで20年 にわたって壊れ続けてきた結果

ですから、症状が出て来るまでの年月があつてこ

こまで来ているので、戻るの |よ難ししヽですね。

先生も長く脳の病理について研究をさオlてしヽまし

た。詳ししヽ分野で E夕ね。
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山 囲

ょうか、矢[lつた後の生活をどうしてしヽくかも重要

ですね。               '
そうですね。これ |よイギリスで20万人のDNAと

ライフスタイルを調べた研究です。

DNAで認矢B症 リスクが低い人と高い人と別れ
ています。さらに喫煙、運動、食事、アルコール、

生適も評価しています。そして遺伝子に有利な生

渚をしている人を 1とすると、生渚が不利だと

H5倍くらいにリスクが高くなります。ところが、

遺伝的素因を持つ方|よ優位な生渚をしてしヽてもリ

スクがほぼ 2倍なのです。遺伝的にリスクのある

人がさらに悪い生活をしているとリスク|よ 3倍に

増える。だから、DNAと ライフスタイルが半々

ぐらい影響すると、大ざつばに理解しているとい

いと思いまてナ。

早くDNAを宍Bること|よ ショックですが、分ブD｀つ

たら気持ちを切り替えてライフスタイルを変える

ことが大切ですね。

認矢B症にならないように有利な生港をものすこく

頑張つて、頑張つて、頑張つていたから認知症に

ならない方」`一、そうで |よない、その人のDNAで

ある程度決まつていることもあります。

それを踏まえて食事とか運動などに気をつけて有

利な生港をするようにすれば,認矢B症 リスクが減
りますね。

頑張りすぎなしれ、心配してもしょうがないです。

なる人 |よなるのです。

それでポジティブな生港に繋がりますね。

赤星

山□

赤星

山□

赤星

<認知症ポジティブと心理学>

山□ :先ほど|よ東京センターについて説 0月しましたけれ

ど、私の個人的なことでやつていることで、一つ

|よ今こ紹介しましたポジティブ心理学をベースに

したく認矢[症ポジティブ>を広げたいと思つてしヽ

ます。

赤星 :先生がポジティブ心理学に興味を持たれたの |よい

つ頃からですか。

山□ :私がポジティブ心理学を研究したの|よ 7～ 8年前、

それ以前から脳渚性化り八ビリテーションに取り

組んできました。この考え方 |よポジティブ心理学

に通じるのですね。例えば、 ドーパミンを増やす
ことが良しヽことだ。 ドーパミン、セロトニンを増

やそうとか、脳の神経伝達物質のことを考えてしヽ

ました。ドーパミン|よ快刺激、ほめられると出ま

す。このような脳の報Bガlに興味があうて、それが

ポジティブ心理学にたどり着しヽたんです。

赤星 :人間 |よ楽しいとか心地よいことに前向きになる、

認矢B症の人にも良いということですね。

山□ :結局、認家B症の人をどのようにり八ビリテーショ

ンに取り組んでもらえるナ」ヽ、相手の脳でドーパミ

ンが出るようにするに|よ、 ドーパミン|よやる気木

ルモンですノ_9｀らどうすればよしヽのか。健常者 (よ、

後でいいことがあるから、今これを頑張ろうとや

つてくれます。でも認矢[症の人に後でいいことが

あるノDヽら、“◆これで我慢してくれ
"|よ、通じま

せん。認矢B症の人 |よその時、その時が楽しい、快

であること、そのような状態を作つてあげなしヽと

乗つてこないんですね。

高齢者の認矢B症の方が参力Bするセッションでも、

歌いたしヽ曲のリクエス トを急にされる方がいま

す。伴奏の音源ない曲、楽譜の用意がないとき|よ、

“来週に用意しますね"|よ良くない対応で、伴奏

が間に合わない、用意できないとき|よアカペラと

リズムを取りながら歌う、など今を楽しむ、先に

延ばすこと|よ しないようにしています。

例えば、記憶についてですが、アルツ八イマーの

人 |よ 5分と持たなしヽです。そういう人に来週とい

つても全く意味がなし出し、そもそも脳の中の時間

軸が消えてしヽ/∂訳です。だから大切なの |よ今なん

です。今その人と生きている、◆その人と一緒に

いる、今楽しく過こしている、それを熟矢Bしない

としヽけないですね。特にアルツ八イマー型の人が

対象の時|よ。

赤星

山□

l

|

十
引

<グループと個人の特性>
赤星 :私たちの音楽療法 (療育音楽)|よ施設の場合、グ

ループセッションが多いんですね。グループの中

の一人ひとりと向き合い、反応から個性、身体の

状況を見極めて行つています。プログラムの予定、

進行 (よ準備方どしているのですが、その日の気候、

参力B者、出来事等により変化があり、毎回同じで

|よありません。廻人セッション例 |よまだ少ないで

⊆夕ね。

山□ :2つコメントがあります。

¬つ |よアルツ八イマー認矢B症の場合 |よ、一人よ

りもむしぅ小グループの方が上手くいく、なぜか

というと、アルツ八イマーの人たち |よ レスポンス

が速いです /D｀ら、コロコロあることなしヽことの話

が返つてくるのです。小グループでみんなが言しヽ

たいことを言い合つていてもいいんですよ。そう

いう雰囲気が大切と思いまてナ。

一方、脳血管性認矢B症 |よ個別対応したほうがい

いんですね。反応レスポンスが遅いんですね。質

問しても答えが出てくるまで、時間がかかります。

思考から反応までが遅いから但別で “あなたを大

切にしています"というメッセージを与えた方が

上手くいく、それが脳血管性認矢B症ですね。

それを上手くやつている施設があります。島根

県の高橋幸男先生の所の認矢8症デイサービスで

す。どうしヽうサービスをやつているア〕`としヽうと、

1
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LPレコー ドの音 (アナログ)をデジタルに変換するAD
コンパーター。これで古しヽレコー ド音源をパソコンの八
―ドディスクに保存

例えば、「◆日の日付 |よ何日ですか」と言うと「八

イ、わかりません」と言う人がいて、みんなが拍

手をしてくれるんです。「わ―凄い」 (笑しヽ)この

ように「私、忘れちゃった」といえる仲間が必要

なんです。

「私も忘れちゃった、私もわかんないよ」みんな

が言い合うような、楽しい募囲気でしヽいんです。

このような雰囲気をつくることがセラビス ト (音

楽療法士)に求められています。

赤星 :そうですね。私たちのプログラムの初め |よ楽しく

参力]できる場の空気、雰囲気をつくつていくこと

から始まります。共通に興味が持てる身近な話題、

季節、イ子事、旬の食べ物など音楽に繋がるように

進めてしヽきます。言葉で|よ出ない場合でも覚えて

しヽる歌 (重謡、唱歌、歌謡曲、時代の流行り歌な

ど)|よ記1意されてしヽるので重度認矢[症の人でも驚

くほど歌詞、メロディ、時代的背景の記憶 |よ保た

れてしヽます。

山□ さつきコメントが2つあると言しヽましたが、もう

1つ。それ|よ一生懸命ほめようとするので|よなく、

声!圭卜けです。大切なこと|よ 「今日もあなたがここ

にいてうくれてれしい」「参力Bしてくれてうれし

い」「私あなたとお話しできて嬉しい」、としヽうメ

ッセージをいつばしヽ与えることです。

目の前に相手がいれば出来るんです。誉めると

しヽうよりむしろ存在を感謝する、それがとても重

要ですね。

心のこもった言葉がけ大切ですね。

あまr)心を込めなくて良いのです。「私 |よあなた

がいてくれて嬉しいんです」。特にあなたの伴侶

に「あなたがいて嬉ししヽんです」と言つて下さい、

と言うと「□が裂けても言えない」と返つてきま

す。こんな時|よ 「おまじないと思つて、意味を考

えないで」言つて下さい、と伝えています。

「今日もあなたがしヽてくれて嬉しい」意味|よ考え

ないで念仏と同じように言うことでいい。

それを伺うと、気が楽になりますね。念仏のよう

に三葉で伝えることも大事なんですね。25年前

(1995年 )、 音楽療法の学会に参力8するためにア

メリカに出かけて、高齢者施設の見学にも参加し

ました。参力8者の歌う反応にセラピストも職員も

オーバーに感じるほど、声と表情、手を広げて「グ

ッド、ベリーグッド」、着ている服を「ビューテ

ィフル」と誉めるんですね。日本で|よこんなにオ

ーノ(―に|よ出来ない、と思つてしれたのですが、日

本でも最近 |よ、表現豊かに少しオーバーに伝える

のが普通になつてきました。誉めらイlると誰でも

嬉しいです才a。

欧米で |よ挨拶に八グとか握手をしますよね。

お話しでも歌でも「ワー良かつた」、と拍手を

すれば、実 |よ言われた方の方が嬉しいだけでなく、

セラピス トの方も ドーパミンが出ているのです。

だから両方に効果があるんです。両方の脳が良く

なるんです。

お互いに◆日|よ良かつた、ですね。

診察の医師の先生もそうですナ」`。

そうです。 ドクターが厳しい顔で “何やつてい/∂

んだ、こんな事やつちゃダメじゃないか"なんて

言つたら患者さん |よ来なくなりますズD｀ら。

お医者さんも、悪者さんを診て薬だして終わりで

|よなく、悪者さんが気持ちよく来てくれることが

大切なんですね。

私 |よよく患者さんに「昼 P日∃|よ何をしてしヽますブつ`」

と聞くんですね。“散歩に言つてしヽま【夕"「わ―素

晴らしいですね」と言つています。見えないけれ

どセロトニン、メラトニンの効果もあり脳機能に

作用して健康維持にも役立つているということで

すね。

先生こ自身の睡眠 |よいかがですか。よく眠られる

方ですナ」ヽ。

|よし心。

赤星

山□

赤星

山□

赤星

山□

赤星

山□

赤星

山□

<ウェルビーイング>をめざして

赤星 :We―Beinsと |よ世界保健機関 (WHO)の健康に
つし出て「健康と|よ病気で|よないとか、弱つていな

しヽことで|よなく、肉体的にも精神的にも、そして

社会的にも、すべてが満たされた状態 (ウエルビ

ーイング)にあることと定義しています。

先生の「認矢B症ポジティブ」がめざすウェルビ

ーイング|よポジティブ心理学でいう「心身共に充

実したよりよい】犬態」という定義が似合うと述べ

ていらっしゃしヽます。目指したいですね。

山□ :認知症の人も、そうでない人も、ウェルビーイン

グでいられるよう、「認矢8症ポジティブ :脳科学

でひもとく笑顔の暮らしとケアのコツ」 (協同医

書出版)という本を昨年出しました。長くなるの

23



で、詳しく(よこの本をぜひお読みください。

<発症する前の予防>
赤星 :認矢B症になる前、発症する前の Bマタ防ですが、どん

なことに気を付ければ良いですえ〕`。

山□ :高齢者が役客」ノrヤ持つことですね。役割があること

がとても大切で〔ナ。何でも自分で出来ることをや

つてみることが大切です。認知症になる方を見て

いると、その前に趣味活動をやめる人が夕夕ぃんで

すね。認矢]機能が低下しても身体が大丈夫なら何

でも自分でやりたし丸こと、出来ることを自身でや

つていくことが大切です。

最近面白い研究があつて、実 |よ認矢□症になる前

にすつと逆のぼつてみていくと、認矢B機能が低下

する前 |よ歩行機能も低下してくるんで【夕。歩行ス

ピー ドが落ちてくると認矢B機能が落ちてくるんで

す。

赤星 :歩くこと|よすこく大事なんですね。

山□ :身体機能を維持していること|よ特に高齢者の場合、

認知機能も維持していることで、とても重要です。

赤星 i私ども|よ地域の元気な高齢者に介護予防の療育音

楽をやらせて頂いています。年齢、個人差もあり

ますが、少し体力が低下すると (足、腰が多しヽ)

参 l」8しなくなるんですね。本来 |よ介護予防ですか

ら、そういう方たちに来ていただきたしヽのでて
'が

、

送迎 |よないので自身で来なくて十よしヽけなしヽ、歩く

ことに不安になると、気持ち、意欲の低下にもな

ると思しヽます。

施設のアイサービス対象で |よない、地域の港動

にも参力]しなしヽ中間の方が多しヽとぼいます。低下

に繋がるので、参力8できる方法 |よないかと感じて

います。

山□ :大きな問題ですね。そういう人たちのモチベーシ

ヨンをあげることと、参力lへのパリアを下げる両

方が必要と思いま Cデ。参力[のパリアを下げるとい

うの |よ、例えば参 l〕8するための足がネックになつ

ている場合もあります。送迎の仲間、声掛けをし

てくれる仲間ができれば、継続できる可能性 |よあ

りますね。参加できたときに楽しく過こしてもら

うのも大切です。楽しくないともう来なくなるん

ですね。来なくなつたら本人のせしヽにするので |よ

なく、セラピストも何ブЭ`改善点 |よなかつたか、そ

ういうことも者えてほしいと思しヽます。家族の理

解など難しい問題もあると思われます。

<ゴーイング 。マイ 。ウエイでも良い社会に>

山□ :日本人|よ中々恥すズ〕`しいことを認めることが出来

なしヽのですね。何のために人生があるのか考えて

|ましい。人目を気にしなしヽで自分のやりたしヽこと

をやつていく。ゴーイング・マイ・ウエイでいい

んだと。これ |よとても重要なことだと思うし、自

分が何ブ∂ヽをすることで喜んでくれる人がいる。そ

ういうことも大切ですね。

先生の前橋でも東京でもそうですが、高齢者で独

居の方が増えていますね。自分でできる人|よいい

ので⊆夕が、だんだん末の元、戸締り、お金のこと

も心百己になってきます。そうしヽう人に何え)ヽできる

でしようか。

これ |よ大きな問題で、国家で議論が必要と思つて

しヽます。

何でもしてあげ/∂ ことがいいことなのか。それ

とも欧米の考え方にあるように、自己決定を尊重

してあまり手を出さないのがいいことなのか。本

人 |よ支援を拒むことが多いんでて夕ね。自分 |よ大丈

夫だからと思つちゃう。アルツ八イマーの人 |よ病

識 (障害の自覚)が低下していきます。自分の認
矢B能力が落ちて、生渚管理能力が落ちているので

すが、その状態を正確に把握できなくなつていま

す。そうなるとなかなか支援を受け入れないので

すね。そういう人に少し自覚をもつて支援を受け

られるようになつてもらうといいのか、それとも

本人 |よ自覚がなくて例えば、こみ屋敷に住んでい

ても本人が困らないからいいって言しヽ張る人もしヽ

るんですね。栄養がかな r)悪くてもこれでいいん

だ、と言つて。放つておいたら死するかもしイlま

せんね。餓死するのが本望だつたら、それも一つ

の人生だと思うのですが。

私自身 |よ、自分の最後 |よ野垂れ死で良いと思つ

ている派です。 (笑)自己決定を支援の問題 |よ難

しいです。

赤星

山□

<ポジティブな気持ちで八ッピーに>
赤星 :昨年、先生の講演を拝聴していたのですが、冒頭

「認矢B症になりたくなア〕`つたら、長生きしなけれ

ば良しヽのです～Jショック的な話がありました。
しばらくして、その通りと納得したのですが、日

本 |よ長寿□として平均寿命 |よ男性も81歳余、女

性 |よ 87歳余と年々更新、100歳以上十よ8万人を

超えています。同時に介護が必要になる原因|よ認

矢B症を発症することが一番多いとあります。認矢B

症 |よ 2025年に|よ 700万人に達するといわllてい

ます。

本人、周rDの人もポジティブに気持ちを変える

ことで生港を変えることが出来ますズD｀。

山□ :変われ/∂人と残念ながら変わらない人葛しれま【ナね。

変わ/1る人|よだんだん八ッピーになつていきま

す。外来にみえる患者さんでとても強く感じてい

ます。私|よ、診断して認矢]症と分かつたら本人に

告矢]しています。残念ながら今日|よテストで|よ合

格点を取れなかつた、この点数十よ残念ながら認矢B
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赤星

症です、アルツ八イマーが疑わイをてtiます、など

と説e月してtヽます。でもこれだけで終わりにしま

せん。「認欠[症になつたから、今日から堂々とも

の忘イとできるね。忘才lていいんだよ。あなたlょ忘

れる係。ご家族が覚えておく係です。」と説8月して、

こ家族に「本人|よ忘れます。堂々と忘れる病気で

す。それを貢めなしヽでください」と本人の前でお
願いします。

告知された時 |よすこしヽショックと思しヽますが、

本人にもご家族にも話すようにしています。前向

きに聞いてくれる人と、そうでない人がいます。

認矢B症としれうことを近所にも昴心すかしくて言えな

し再。恥すかしいと言う人がまだ日本に|よ多いんで

【テね。認矢]症を公表して “自
ノ
グ」
＼
|ょ物忘れをする"

と周りに言つておけば、何ア〕`失敗した時に茨わり

の人が助けてくれる。周りに言わないで失敗する

と、結局 |よ “あの人 |よポケちゃつて"と蔭でしヽわ

れるんです。

先手を打つて“計算間違えするからよろしくね"

と言つておくと、まわりの人 |よ親切にカバーして

くれるんです。日本人 |よ親切ですから、その方が

八ッピーに生きられる。

家族でも地効でもそうしヽう気持ちを皆さんが持つ

ように、当たり前になればしヽいですね。

足が弱くなつたら杖を使う感覚と一緒なんですね。

記憶が悪くなつたら、記憶の良しヽ人を杖代わりに

使えばいいんです。

日本人の特性 |よありますか。

あります。恥の文化になつている。認矢ll症になつ

たら恥すア〕`ししヽと。

山□

赤星

山□

<ポジテイブ心理学と認知症>
山□ :今までの臨床心理学|ようつ病やトラウマなどをタ

ーゲットとし、心理的障害を治療して健常に戻す

ための心理学です。

ポジテイブ心理学|よ幸福や熱中、夢中、生きが

いなどを研究して普通の人が幸せになるための心

理学です。

ポジティブ感情として喜ぶ (」 OY)、 感謝、安

らぎ、興味、希望、誇り、愉快、鼓舞、畏敬、そ

して愛をあげています。

ポジティブ感情の持つ

①私たちの思考や行動のレパートリーを拡張する

②ネガティブ感情を打ち消す

③レジリエンス (回復力)を高める

①心理的な幅を広げる

⑤上方に向かう発展スパイラルを引き起こす

という効果を生む。

これがポジティブ感情の「拡張形成論」といしれ

ます。精神機能を広げて倉」造性を豊かにするので、

脳に良しヽのです。

ポジティブ感1青 |よ身体にも脳の働きにも良い影

饗を与えます。

<高齢者の音楽療法の活動に期待すること>
赤星 :私どもの高齢者への音楽沼動 |よ元気な方から介護

度の高い方まで対象者 |よ様々ですが、先生からこ

の渚動に期待することなどありますナ」`。

山□ :本人の参力8意欲が重要で、施設の決まりで無理や

り参力lさせられるの十よ効果を生まない。そこで以

下の「脳沼性化り八ビリテーションの 5原則」を

活用してほしいですね。

①快・笑顔 :笑顔で接すると笑顔が返ってくる、

楽しく過ごすバロメーター

②双方向コミュニケーション :本人と介護者との

能力に応じた交流

③役割 :残 された能力を活かした役割を発揮して

もらう

①ほめ合うイ今日来てくれてありがとう」と感謝、

ご褒美・互恵性を発する

⑤失敗を防ぐ支援 :失敗しない工夫、先手を打つ

て失敗しない行動面を理解

詳しく|よ山□晴保編著「認矢B症の正しい理解

と包括的医療・ケアのポイント:快―徹 IB函活

性化り八ビリテーションで進行を防こう」(協

同医書出版)をお読みください。
赤星 :今年の 9月 15日 の敬老ウイークで過去内最高齢

の人 |よ 117歳の女性と発表がありました。奈良の

施設で生港されている方でしつ/9｀りお話もされて

いました。男性 |よ 110歳、100歳以上十よ8万人を

超えています。女性が 8害」、男性|よ 2割少なしヽで

す。地域の介護予防で音楽を私どもも担当させて

いただいてしヽますが、や|より男性|よ少ないですね。

30人とすると2～ 3人で、お世話する役員の人

|よ皆さん参力0されています。
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これ|よ長寿にも認矢[症にも関係がありますか。

山囲 :ありますね。男性tよ役を作ると来てくれますね。

先生に講師から賣間がいくつか届しヽてしヽます。

1)「認矢B症の作話や妄想、思い込み |よ何故起こるので
しようか。また、その対処法について」(KAより)

出圏 :認矢8症の人だけでなく、だれでも記憶が欠落する

と、それを穴埋めする。それも自分に都合がよしl

ようにする。これ |よ高度な認矢B機能で、この機能

が低下していると政治家になれなしヽことを安倍前

首相が証日月した。対処|よ 「傾聴と共感」です。本

人の視点に立って (認宍B的共感 )、 本人の気持ち

に寄り添うことです。相手の話の内容オご否定して

もムダです。

2)「コロナ相でもセッションを行つている特養の利用

者の例から」

90歳の女性、何とダ〕`自力歩行で会場に来ますが、

空いている椅子に「どうぞ」と進めると、手を需の

ようにして座面上の見えない異物を払うようにす

る。タオルで「拭き茨した、椅子をゆすつて落とし

ました」といつても何度も、ほかの椅子に変えても

払い続け、会場ダ)｀ら帰ることもあります。言葉も不

甥瞭で「…だわね」という語尾だけしか聴き取れな

い。時に椅子に座れば機夕兼よくセッションの最後ま

で参力llできます。異物を払う「おまじない」などあ

りましたら、教えて下さい。 (T」より)

山□ :Hつの可能性としてその方がゴミか何かわブ〕ヽらな

いけれど、見えている可能性があります。それ |よ

レビー型認矢B症で何か本人に|よ見えてしヽて、他の

人に|よ見えないものを追しヽ払う、のけようとして

いる可含剛生があります。この幻視を確認するに|よ、

本人に「何が見えてしヽるの」「何をやつてしヽるの」

間いてみればわ /9ヽ ります。もし本人が見えて、こ

だわつて払いのけるようにしてしヽるのなら幻視で

す。ますレビー小認矢B症の治療をすることで、幻

視 |よ良くな/∂かもしれません。人によつて払う動

作を繰り返しているのなら「何ダ〕`見えますか」と

聞いて「見えない」と言つたら、見えてて何かし

たいのか、それとも場合によつて |よ常同運動、不

随運動で本人 |よ動かしているつもり|よないんだけ

れど、動しヽつちゃつているのか、見極めなしヽとい

けないと熙いまてナ。行動面だけでなく何故そうい

う行動をするのか、背景を理解しないといけない、

としヽうことです。

赤星 :認矢B症につしヽて|よ治療も対応もまだまだ新しい方

法が生まれています。これからも山□先生 |よ じめ

認矢B症研究研修東京センターの成果を学ばせてい

ただきながら、先駆的な活動をこ期待申し上 lナま

す。有難うこざいました。
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し、アルツ八イマー病の研究をF汗∃始して以[ヰ父、病態解甥

を目指してBtt βアミロイ ド沈着機序をテーマに30年 に

わたつて研究を続けた。1986年に群馬大医療短大助教
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